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プ・野球の成立前史　その１

日高哲朗（千葉大学教養耶）

　1.はじめに

　本小論は日本に於ける商業スポーツの典型であるプロ野球を歴史的な時間軸に沿って分析するその第一

報である。

　日本のプロ野球は昭和９年に東京に読売ジャィアンツが、翌10年には大阪に大阪タイガースが、そして、

昭和11年になろと新たに５つのプロ・チームが結成されてブロ球団同士のリーグ戦が開始されるようにな

って実質的な運営が行なわれるようになるのだが、日本綬初のプロ球団は実は大止９年にまで遡る。この

年東京に早大野球郎で活躍した犀｢|肩、河野安通志が中心になって芝浦野球協会が結成されているのであ

る。この球団は大正11年になってようやく実際的な活動を開始するのだが関もなく関東大震災を契機とし

て経営に行き詰まり、阪急の小林一三を頼って大阪にドリ、宝塚野球協会チームを結成するのだが企業と

して成功するまでには全らず、昭和４年に解散するはめになった。

　そこでこの第一報では、この大正年代に結成されたブロ球団に対象を限定し、顧客動員という斑点から

分析を進めていこうと忠う。

　ｚ分析ｅ視点

　そもそもプロ・スポーツと|まＺポーツ、コマーシ●llズム

ー
の典‐であり、スポーツａゲーム●機僑する

ｒと|こよ、て・●としてよ６崖1審妁1ご11●�を甕求するもめであるが、そこ|こ11そのゲームの鯛い手とし

ての錐搬の存在がぶ司欠である。ブロー２ポーツはスペクテ１ター・スポー･ﾝの一ｺであむ、皿がいて

sましめて存宜し得るｉので観衆捷●lllまプロ・スポー‘ﾝi虚威り立だない。

　との瘤練から、崩畠スポー･ﾝという性格のプロ・スポーツ巻分断する場合、看客め勣員という視点を欠

落させるわけ|乙ljいかない。

　そこで、重ずこの球団が錨威された当時プロ野球ａ看客となａ可脆性を持９だ人寿がいたかどうか、そ

itも大量1こいたlsどうか●朝ら1･|ごしたい。その醸、野球の●及状態をそa]指標として用い届こと|こした

い。といろの１、ヅロ野球の馥客が形成され芯為|乙|ま、少くと６人々1･野球を知、ているといｉﾀ旨i甕件が

満たされていなけれぱならないからである。鴨iと・球が日本水揚のスポーツで|まなく、明治聘代』ご西洋文

化の一つとして雅人、紹介されたｚポーツである乙と●考慮|こ入れる鴫、どの程度普及していたか1ま、摺･

在的な看客●推し淵る指撞となａと醤われるからであａ．

　と同時|こ、当時の人寿の癩●というものを咽ら1ヽ|巴しておく必●があろう、観客の一里の為|と|ま、勧客

とな石人々の余�が｡ぶ司欠だからである。

　このl､一一偏では、看奮鵬挺の為のこの基1本的な２つの社細9盛件|こ絞、て述ぺてみようと融う。
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　3.野球の普及状況

　野球は明治６年に外国人教師の手により移入・紹介され、その後学校を中心に全国的に拡まってい､け､:

‘i‘沢的に野球が拡まる蜀阿となったのは、明治29年に－liiが対横浜外人戦に」影利を得たことであった。そ

か□仙、既に全国のあちこちで行なわれてほいたのだが、この鴨利は新聞にも大きくＲりあげら41ることに

よって全国的に知られるようになったことから学生の犀の野球熱を一気|こあおることになりこれ以後、野

球は特に各地の中学校を中心として旨なわれるようになったのである。

　中学校の数は、国民の教育要求の高まりもあって明治20年代後半から飛躍的にのぴるのだが珊野球は

学校の咬友会組織のなかに野球耶として位置づけられ、課外活動の‐つとして学校円の組織のなかに組入

れられていった。この校友会組織は明治19年に東大に学生の自治活動を促す目的でつくられrこもので、そ

の後各地の学校にも峡倣されるよう↓こなったものである。‘４

　また野球を行う為に必要な運動場も、学校同の敷地の一部として義務づけられ戸当初、財政的な面で

困難を伴ったが、各府県による設置が義務づけられた尋常中学校や、国庫の支出もあった高等中学校はそ

うした財政面での支障がなく、運動場の設置も容腿であった、明治32年の中学校改正令では、少くとも

１､０００坪の広さが義務づけられ、２､０００坪が理想とされた。

　同所印年代にＸると中学校の哨股が著しいが、それは同時に学生数の増大をもたらし、多くなれば｡瓢く

なる式ではないが、学生の風紀の乱れが教育界の中で叢要な論屋の的となった。みかねた文部省は明治､「19

1に？主の風紀の乱れに対して訓令を出すまでになった。それと時を同じくして、野球が各地の中学校の

なかに浸透していくのだが、その野球は多分に一高の野球に影響を受けたものであった。

　一真の対唯浜外人戦における勝利が各地の中学校に野球が拡まる引き金となったが、その一高野球の影

費の友きさほ、何よりも所､酸「精神野球」というものにあった、

　一局に於いては野球は単なるスポーツではなく、一高精神の体現の場と把えられた。そして、対外試合

は－li精神を世の中に顕現する場であり、校名高揚の為の最適の場と考えられ、勝利は一高精神の賜物で

あり、敗北は校名を汚す校辱とさfkそtQよ一高哨神を発揮できなかったためｶﾍもしくは日々の練習のなかで

精神鍛練が足りなかった為とみなされたのである。

　それ故、日々の練習の場は限棒鍛練の場と考えられ、厳しい練習が行われたわけである。それは江戸時

代から引き継がれた「這」の精神、即ち「技芸の獲得は眠しい訓練を通してのみ行なわれ、それは精神の

修整を伴うものである」という考え万を踏襲したものと言えよう。

　このような野球に対する姿勢は、野球が学校に採り入れられる際の立派な免罪符となり、当時問題とな

りつつあった不良学生の問題にも充分対応できる方策として顧迎された一面もあったわけであろ。換言す

ると野球による精神陶冶と学生の余暇時間をスポーツに充てることで非行の防止に役立てるという余暇善

導の思想に支えられて、スポーツが奨励され、野球は校友会活動の一環として学校の自治活動のなかに大

きな位置を占めるようになっていくのである。

　こうして各地の中学校に野球が紹介され定着するが、それら中学校はそれぞれの地域に野球が笞及する

専一中心的役割を梁たし、全国に野球が伝播していくネットワークを形成したのである。

　ｉだ2ofl代優ｙからは、野球の技術書、解説書も出始め、30年には野球記瞑を中心とした雑誌も刊行さ

れろようになりj6）子供向けの雑誌（7jでも野球の特集が行なわれたりしたが、こうしたなかで野球の跨及

に大きな関わりをもったマス・メディアは、やはり新聞であった。特に嘴読者一得の競争が激しくなるな

かで野球は新聞記事として取り上げられるが、その顕著な例Sこ世間を驚かした日露戦争中の９随田大学の
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≒いい.･､4｣､を､･･･｣り.!喇や、明治44琢の大●悟日le.la一ケ月lalたa●SAIごよる壽●奢皿●雍載、そ

.・。k4･=･i.･！､こ.z4λ､Jz44に始ま４堵i糾1●蓼校●衝●●大愈等かあｌ、これら4〃皐μ聊-S●

21いr匍l哨読者●ll●つけ･ａ薗晶哨価値●特．てい.たこ＆、すなま1も･、奢畑が大裁･C大畠な龍心●持た

j.て･.ヽだことをポすものである．６なみに、この萱畑中●宇校鐙・t会は、珊をの、通榔●の碧抜高感慶

ｊ大会』こ受lt維がれており．今や金･�的な謐拠的け皐|ご威差している．

　こうしたことから、明治－年代Ｓ申笏摩樫|ごおけ恚野球の薦簸がこの圭畑申.●学校●捷優●大会の錯侑

;こｰｺながｰ､ていると禰えられ、大正年代|乙入ると、直接的座●ａ有無|ご掬わらず、野球は多くのÅ４･ａＺ

禰な支持●雙ljazポーツとな-1ており、蕎|と大量の瀋在的な野球ａ機窓が●出Sttていたと菌うことが

で.Sよ５．

　4.大正時代の余暇

　丿時の一般社会人の余暇時間を労働時間から推測してみよう。

　Ｉ･尚侍函ｙ典から大出時代にかけて、有業者人口の構成比は著しい便化を見せている。農業人口の割合

が漸ぺ誠少していくのに比べ鉱工業人口、並ぴに中間屡と呼ぱれる教師、医師、公務員人口の割合が増

ヅ｡てきている､戸それは無臭社会から工業社会への展開を如実に示すものである。労働の形態を労働時

川の様式から眺めてみると、時間隙こ一疋していない労働のパターンから、厳しく時間が疋められ、報酬

ら時』即位位で支払われる労働スケージュJレヘ４)移行aaと特徴づけることができよう。加えて、こうした産業

ｎｊへの移行はテクノロジー(機械文明)の進肢と軌を一にしているが、そうした機械の導入は、労働日

力短縮をもたらし、労一時間は以前sこ比べ短くなっていく。そtuこともない余暇時間は増大してくるが、

巾､哺に忿暇時間を労働時間を除いた残余の時間と定義すれば、それ以前の農業社会の方がひしろより多く

の｡に暇時間が存在していたはずである。しかし、ただその余暇時間が天候などの自然の力によって左右さ

れることなく、１日の労働がルーティーン化することlこより､予測可能な時間として余暇時間が現出してく

ることに工業社会特有の余暇時間を見て取ることができる。一日の生酒時間のなかで、あるいは一週間の

宇活のなかで余暇時間がパターン化し、それが回帰的に繰り泡されるところに工業社会の余暇時間の特徴

である･。

　哺申に余暇時間の哨大の様子を労働時間の縮少という側面から素描してみよう。大止９年に発行された

目緊り働年鑑第２苛によると、国際労働条約に基づく勧告により除々に１日の労働時間は軽減され、当の

大:屯９恰にはｲヽ景気のせいもあって純然たる八時間労働梢というものが実施されるよう･こなっている？

　また、１日の男･働時間の軽威のみならず、休日の増加も兇られた。従来、休日は年末、年始、盆、鎮守

祭日、゛火箭等であったが、定まった休日がなかった所では公休日というものがとれ、１日、15日を公休

日やしたり、特にに場に於ては週休胴がとられるようになっている｡斡さらに、大止10年の国際労畿一1会に

萱アはL.業Fn企業に拘らず商業的企業、サービス的企業にも週休胴の実施が提案された。すなわち公私企

むこ峰|月されている全ての労働君は、１７日の期間毎にー|司少なくとも24時間の休暇を享受すべし、右休

暇は、む企業の総ての従業者に封し能ふ限り同時にえさ与ふべしJUという条項が商業的企業に勧告として

匈｢ぶされたのである。

　さら･こ、詳しくは次節で述べようと忠うが都市化の波は、近代的余暇時間を持つ人々を一定地域に集中

と伸ろことになり、余暇需要を集槙することになった。たとえ労働時間の短縮が小さい場合でも、余暇時

偶４持つ人々が集中することは余暇需要を増大させる｡μそして結果的sC、余暇はコマーシャリズムの格好
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として成功させた先駆者であって、既にこの大正時代に事業に着手しており、時代の先取りをしたという

巻昧でも重奏である。また私鉄費本による遊園地の鴛股なども事業として成功するが、そうしたレジャー

帝業の成功は消費者としての一般大衆の要求にうまく乗ったものであったからであり、裏を返せば、その

ことは一般大衆が余暇時間を所有し、その消費に大きな関心を抱いていたことの何よりの証拠でもあろう。

　１とめ

　水小論|ますｇ・球の威登仙史その１として大正９即自鴫、プ一野球ａ観客動員がliだして可能であ、た

かどろかといろ�●Ｓ�を桂|ご、野球ａ曽及・定着という儒面と●雇茜動の一っとしてのスペクテ４ター

・２ポーツという視点からこの芝浦野球協会のＲ立●把・てみたものだが、当●、既|ご犬●の潜在的なザ

EI野球の●客|ま存在しておむ、時恂杓な鹿れから見てもこのプａ野球球団の挫折jま潜在的な循客動麗力の

ぶ足』こは求められない。

　そこで、その21こおいてliその挫折の原因●欄、てあようと嵐う。

一注－

11大和球士「寞重日末野球史大正催」ペーヌポールマガリン社ｌｇ７７年P.lsa

　　およぴ喇1㎜「大正文化」勁草書劃１９１ｓ年P.14圓

21蒙塵崖臣氏はスポーツ・コーl－シ｡13ズム|ま少くとも次の３つの円岩、喝右、「ヌポーツの鰐業主●

　　ISj用、磨癩スポーツ、スポーツ●・●意昧している」と言、ていａが、箇皐1ご氏の所論●紹介した

　　い。

　　　ｚポー･y康畠|とllいて橿僑される商品iま、スポーツ●行う上で必萎な空間・時間差ぴにスポーツ用

　　品、あａいは櫛・などのサーピスであり、それ|まスポーツをtiう者ａ為|こ一里な粂吽を商品jﾋしたも

　　のであるが、その商品化が意味を持つalこは、スポーツ●隻‐|乙tiう人、それも多くの人心の存在が

　　必須条件である。スポーツ●集の内容|ま、用具の生塵から、スポーツ施設ａ提供、スポーツ畿室の闘

　　馥、スポーツ・クラヅａ結成など多種1こわた、ている。

　　　スポーツの腐鮨字櫛9利用とsま、間単叱言えばスポーツを宣伝媒体として使うこａであり、スポー

　　ツのÅ気●利用した宣伝。例えぱ、登大会の開催、あるい|ま強力なチームの豊威|ごよる企業の4メー

　　ジ・ア･､プなど、スポーツａ楠つ副次的効果●剥用したｌａである。

　　商業スポーツとは端的にプロ・スポーツを意味する。

　　スポーツ哩業は実際にスポーツを行う人がいてはじめ

　　て成り立つものであるが、それに対して商業スポーツ・

　　スポーツの商業主義的利用というものに於いては、スポ

　　ーツを観る観衆の存在が不可欠である。草深直臣「スポ

　　ーツコマーシャリズム」影山健他編『国民スポーツ文化』

　　大修舘１９７７年Ｐ．２２１～２２２

０校友会組織の設置状況については、渡辺融「明治期の中

　　学校におけるスポーツ活動」体育学紀要４１２

５）明治19年の「学校令」において設置が義務づけられた。

６）明治30年に「運動界」運動界社編が創刊されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－18－
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だ右ｍＳ一一朗が｜変化主義１●阿罹次郎が|’人絹主義」を暇えたが、唐冰j●Ξはこれをまと.・･C

I･大llE蝕一髪ｌ－」と名づljだ.
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